








福井と申します。今日は、伝統ある実践女子大学が主催されますシンポジウムにお招きをいただきましてありがとうございます。しかも、こちらの創設者の下田歌子女史を顕彰する「下田歌子研究所」の開設を記念したシンポジウムということで、そ した意義深い講演会に参加出来ますことは、大変光栄な だと思っております。研究所の開設を心からお慶び申し上げ す。
特に私共の鎌倉女子大学も、同じ私学 同じ女子大学でありま
すので、このような試みが全学挙げて推進され、実践女子大学が新しい挑戦をなさろ と ている とは、同じ私学人として、
大変意義深いことだと思っております。
アメリカの例を取りましても、一九六〇年代以降、アメリカの





























































































































































































































































































































































































































































































































































































のために男女の割合を調整すればいいというような「機械的な議論」に終始するのではなく、かといって無論かつての「性別役割分担 回帰 も 例えば女性だけで企画し、実現
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してみるというような「能力開発の問題」も含めて、もっときめ細やかに検討してみる必要があるように思いますね。そう考えてみますと、女性が抱えもっている可能性を問い直してみる、これまでとは違った新しい女子大学の可能性を探ってみることが、国の消長に関する重大事、正に成熟した時代の論点になっていくように思うわけで 。ですから、女子大学は、女性が啓蒙化されていない時代の産物、完全な男女平等が実現され までの過渡的制度だなんて、私は、全く思 てはおりませんで、そういう意見こそ、むしろ旧態依然とした女子大学論に安住して まって 証拠であって、却って文化創造のダイナミズムを解らない人の発言なんだと思いますね。
そのためにも、私達は、このようなシンポジウムなどを通じて、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ない、極めて平板な人間理解をさまざまな社会の中に振り撒くことに る。例えば、経済社会とは全く質を異にする「家族」の中に、あるいは「学校」の中に持 込むこと なるわけであります。
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ある時代の中で成り立った「らしさ像」が別の時代に まま通用す など、 ても考えられないから す。教育 も強い関心を向けた、戦後の著名な哲学者であ たボルノーは、こう ってい
ま
す。
「
教
育
学
は
決
し
て、
終
局
的
に
得
ら
れ
る『
完
結
し
た
』
人
間
像に満足することは出来ない。それ 、未来への自由な展望を閉ざ
す
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
」
と。
で
す
か
ら、
「
女
性
ら
し
さ
」
と
い
う
も
のは、いつの時代であっても〝Ｘ〟であり、もつべきことは、一人ひとりの女性が、みずからの生き方を通
じて女性らしさを手繰
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り寄せようとする問題意識であります。
では、何故、私が「女性らしさ」にこだわるのかといえば、
ジャン・パウルがいうように、 「男女何れかではなく、ただ両性のみが人類を完成させる」からであって、その可能性を議論する過程から、共学大学とは異なる女子大学固有の役割もまた見えてくるのだと思います。先ず 問題提起ということで、後は議論に
委ね、その過程で詳らかにすることにいたしまして。ご清聴ありがとうございました。 （拍手）伊藤
―
　
それでは次のパネリスト、下田歌子研究所所長の湯浅
茂雄先生から「下田歌子と実践女子学園」というテーマでお話をいただきます。よろしくお願いいたします。
